
４、単元指導計画　全１６時間(本時４/１６)

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・ボートに乗っている人の数
を数える。
・カートに乗っている人の数
を数える。
・２，４，６・・で数える。
・２人ずつ５台分で１０人と
いう数え方を知る。
・おはじき、絵、たし算をヒ
ントカードで確認する。

・同じ乗り物に乗っている人
の数を数え、ボートに乗って
いる人の数が違うことに気付
くようにする。
・同じ数ずつ乗っていること
に気付くようにする。
・○人ずつ□台分で△人の言
い方ができるように、「同じ
人数」と「いくつ分」に注目
するようにする。
・ボートは「○人ずつ□台分
で△人」と言えないことに気
付かせる。

・ボートに乗っている人の数
を数え　る。
・おはじきやたし算を使って
考える。
・カートに乗っている人の数
を数える。
・絵にかいて考える。
・２．４．６・・・・と数え
る。
・２人ずつ５台分で１０人と
いう数え方を知る。

・３つのたし算が正しくでき
るように繰り上がりに気を付
けるようにする。

・□の中に人数分の●を書い
て考えるように指導する。
・「何人ずついますか？それ
が何台ありますか？」と問
い、１つ分の大きさのいくつ
分という数え方に気付くよう
にする。
・○人ずつ□台分で△人とい
う言い方ができるようにす
る。

・どのような場面かを話し合
う。
・ボートに乗っている人の数
をおはじきを使って数える。
・ボートは「４＋３＋２」で
求めることが分かる。
・カートに乗っている人の数
を数える。
・カートは同じ人数ずつ乗っ
ていることに気づく。
・２とびで数えたり、５組分
のおはじきを数えたりする。

・絵の上におはじきをのせ、
プリントに移動させる。
・ボートは乗っている人の数
が違うことに気づかせる。
・「全部」の言葉に注目させ
る。
・ボート３隻に乗っている人
数をたし算で求めさせる。
・カートは「１台に２人ずつ
５台分あるので10人になる」
ことを確認する。

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・ジェットコースターと
コーヒーカップに乗ってい
る人の数を調べ、「○」に
とずつ□台分で△人」で表
す。
・おはじきや絵で確認をす
る。
・鉛筆問題①、②で練習を
する。
・発展問題『身の回りで、
何こずついくつ分と表せる
ものはないか』探す。

・どちらの乗り物も、同じ
人数ずつ乗っているから、
表せられることに気付くよ
うにする。
・おはじきや絵を見ながら
「○人ずつ□台分」と言え
るようにする。
・発展問題では、「何こず
つ、いくつ分」で表せそう
なものに気付かせ言えるよ
うにする。（蛍光灯２本ず
つ６つ分。ロッカー３こず
つ４つ分。グループ４人ず
つ６つ分。）

・ジェットコースターに乗っ
ている人数を数える。
・絵にかいて考える。
・５人ずつ３台分で１５人と
数える。
・他の乗り物に乗っている人
の数を数える。
・○人ずつ□台分で△人とい
う考え方で問題を解く。

・前時の学習を思い起こし、
ジェットコースターの人数を
数えるようにする。
・□の中に人数分の●を書い
て考えるように指導する。
・○人ずつ□台分で△人とい
う言い方ができるようにす
る。
・他のいろいろな乗り物につ
いても、○人ずつ□台分で△
人という考え方ができるよう
にする。

・どのような場面かを話し合
う。
・ジェットコースターやカッ
プに乗っている人の数をおは
じきを使って数える。
　１，２，３，４・・で数え
る。
　５，１０，１５・・で数え
る。
・教科書の絵で、同じ数ずつ
のものをさがす。
・他の乗り物に乗っている人
の数をおはじきを使いながら
数える。
・○人ずつ□台で△人という
考え方で問題を解く。

・プリントを用意し、おはじ
き操作を行う。
・言葉と数を合わせる。
・1台に何人乗っているか、
それが何台あるかを確かめ
る。
・５とびで数える。

・「1つ分の大きさ」とそれ
が「いくつ分」あるかを意識
しておはじきを操作する。

2

遊園地の乗り物に乗っている絵を見て、図やおは
じき、ブロックなどを用いることを通して、「１
つ分の大きさのいくつ分」という意味を理解す
る。

遊園地の乗り物に乗っている絵を見て、図やおは
じきなどを用いることを通して、「１つ分の大き
さのいくつ分」という意味を理解する。

遊園地の乗り物に乗っている子どもたちの数を絵
を見ながらおはじきを動かすことを通して、「1
つ分の大きさのいくつ分」という意味を理解す
る。

ジェットコースターにのっている人数は全部で何人でしょう。

<知識・理解>全体の大きさを基準となる大きさのいくつ分と考える方法が分かる。

ジェットコースターに乗っている人の数をおはじきを使って数えよう。ジェットコースターに乗っている人の数をたくさんの方法で数えよう。ジェットコースターにのっている人の数を数える方法を考えよう。

1

カートに乗っている人数を図を使って数えよう。

グリーンコース ブルーコース オレンジコース

<知識・理解>「基準となる大きさのいくつ分」の意味が分かる。

カートには全部で何人乗っているでしょう。

遊園地の乗り物に乗っている絵を見て、図やおは
じき、ブロックなどを用いることを通して、「１
つ分の大きさのいくつ分」という意味を理解す
る。

遊園地の乗り物に乗っている絵を見て、図やおは
じきなどを用いることを通して、「１つ分の大き
さのいくつ分」という意味を理解する。

遊園地の乗り物に乗っている子どもたちの数を絵
を見ながらおはじきを動かすことを通して、「1
つ分の大きさのいくつ分」という意味を理解す
る。

カートに乗っている人の数を色々な方法で数えよう。 カートに乗っている人の数をおはじきを使って数えよう。

同じ数ずつの時には、「何
人のいくつ分」で数えるこ
とができる。

　同じ数ずつの時は、「何
人のいくつ分」で数えるこ

とができる。

同じ数ずつのときには、
「何人のいくつ分」という
ことができる。

同じ数ずつのときには、
「何人のいくつ分」という
ことができる。

同じ数ずつの時には、
「何人のいくつ分」で数
えることができる。

同じ数ずつのときには、
「何人のいくつ分」と言う
ことができる。



ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・みかんの個数を調べ、「５
こずつ３つ分で１５こ」と表
す。
・５×３のかけざんの表し方
を知る。
・ソフトクリームの数を２×
４と表す。
・５×３、２×４をかけざん
と言うことが分かる。

・おはじきや絵をかいて、１
袋に５こずつ３つ分であるこ
とに気付くようにする。
・×の書き方の指導をする。
・○こずつ□つ分と○×□の
順序に気を付けるようにす
る。
・「２こずつ４つ分だから２
×４」と言えるようにする。

・みかんの数をおはじきや絵
を使って考える。
・たし算で考える。
・自分の考えをノートに書
く。
・ペア交流し、お互いの意見
を聞き合う。
・５×３＝１５という式で表
せ、５かける３は１５と読む
ことを知る。

・×の書き方を覚える。

・○個の□分（いくつ分）と
いう考え方ができるようにす
る。
・○の中に、みかんの数だけ
おはじきを置いたり、●を書
いたりする作業ができるよう
にする。
・自分の考えをペアの人に、
分かりやすく伝えるように声
をかける。
・○個のいくつ分は、○×□
で表せることを理解できるよ
うにする。
・読み方や書き方も、期間巡
視を行い、個別指導をする。

・問題を読み、内容について
話し合う。
・みかんが1袋に何個入って
いるかみつける。
・5個の3つ分であることをと
らえ、全部で15個であること
が分かる。
・「５×３＝１５」の式で表
すことができ、「５かける３
は１５」と読むことを知る。
・かけ算にあったおはじき操
作をする。
・「×」の書き方を覚える。

・プリントを用意し、おは
じき操作を行う。
・みかんの数は1つ分が
「５」、それが「３」ある
ことを確認。
・全部の数はおはじき操作
で求める。(加法も認める)
・「5(個ずつの)3(つ分
は)15(個)」が「５×３＝
15」となることを繰り返
す。
・「３つ」と「３つ分」の
違いをおはじき操作で確認
する。

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・ドーナツの数を式に表す。
・ドーナツ全部の数を求める
式を書く。
・３×４の答えは３＋３＋３
＋３＝１２で求めることを知
る。
かけざんの答えは、１つ分の
数をいくつ分だけたせばい
い。

・練習問題をする。

・３こずつ４つ分から３×４
を立式することをおさえるよ
うにする。
・３＋３＋３＋３の計算での
つまずきに対して、個別指導
をする。
・練習問題で○こずつ□こ分
だから○を□回たしたことが
分かるようにし、式の順序に
気を付けるようにする。

・ドーナツの数を表す式を立
てる。
・絵に表して考える。
・たし算で考える。
・交流して考えを確かにす
る。
・３×４＝１２→３＋３＋３
＋３＝１２で答えが求められ
ることを確認する。

・前時の学習を思い起こし、
同じ数ずついくつ分であるこ
とに気付くようにする。
・かけ算の式で表せるように
する。
・○の中に●を書いて考え
る。（ヒントカードの用意）
・たし算で考えるようにす
る。たし算の方法は自由に考
えられるようにする。
・３＋３＋３＋３で答えが求
められることを確認する。
・個別指導にあたる。

・問題を読み、内容について
話し合う。
・ドーナツが１パックに3個
入っていてそれが４パックあ
ることをつかむ。
・おはじきを並べドーナツは
３個の４つ分であることが分
かる。
・式は「３×４」
・おはじきを使って考える。
・「３×４」は加法で求める
ことが分かる。

・練習問題を式に書いて答え

・プリントを用意し、おはじ
き操作を行う。
・どのパックにもドーナツが
３個ずつ入っていることを確
かめる。

・かけ算の式とおはじきを並
べる操作を常に関連付ける。

・隣同士でやり方を言い合
う。
・ノートに「３＋３＋３＋３
＝１２」の式を補助計算とし
て書かせる。

みかんの数をおはじきを使って考えよう。みかんの数を図にかいて考えよう。 みかんの数を図にかいて考えよう。

ドーナツの絵から、３×４の立式が確実にでき、
図とたしざんで考えることを通して、３×４の答
えはたし算（同数累加）で求められることができ
る。

3

みかんの絵を見て、○個の□つ分を、○×□と乗
法を使って表すことを通して、「１つ分」と「い
くつ分」が明確になるよさが分かる。

みかんの絵を見て、○個の□つ分を、○×□と乗
法を使って表すことを通して、「１つ分」と「い
くつ分」が明確になるよさが分かる。

みかんの絵を見て、○この□つ分を「○×□」と
乗法を使って表すことを通して、「１つ分」と
「いくつ分」が明確になるよさが分かる。

みかんは全部でいくつあるでしょう。

<表現・処理>「×」の記号や「かけ算」の用語の意味がわかる。

4
　
　
本
時

ドーナツの絵から、３×４の立式が確実にでき、
図や絵やおはじき、ブロック、たしざんなど色々
な方法で考えることを通して、３×４の答えはた
し算（同数累加）で求められることができる。

ドーナツが３個ずつ入ったパックが４つあります。全部で何個でしょう。

<表現・処理>被乗数を乗数 の数だけ累加する方法で、積を求めることができる。

３×４の答えの求め方を色々な方法で考え説明しよう。 ３×４の答えの求め方を考えよう。 ３×４の答えの求め方をおはじきで考えよう。

ドーナツの絵から、３×４の立式が確実にでき、
おはじき操作で考えることを通して、３×４の答
えはたし算（同数累加）で求められることができ
る。

○個のいくつ分は、○×□
（いくつ分）のかけ算の式
で表すことができる。

かけ算の答えは、１つ分の
数をいくつ分だけたせばい
い。

かけ算の答えは、１つ分の数
をいくつ分だけたせばいい。

○個のいくつ分は、○×□
（いくつ分）のかけ算の式
で表すことができる。

かけ算の答えは、１つ分の
数をいくつ分だけたせばい
い。

○個の□つ分は、「○×
□」のかけ算の式で表す
ことができる。



ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・３㎝の２つ分、３つ分の長
さを表す式を考える。
・３㎝の２つ分を３㎝の２倍
の長さと言うことが分かる。
・３㎝の３つ分は「倍」を使
うとどう言い表せるか考え
る。
・３㎝の３倍で３×３→３＋
３＋３＝９を理解する。
・３㎝の１つ分は１倍だと分
かる。
　

・３×２→３＋３＝６と
言う立式から、３の２つ
分を「１倍」という間違
えに気付くようにする。
・３×３→３＋３＋３＝
９と言う立式から、３の
３つ分を「２倍」という
間違えに気付くようにす
る。
・練習問題はかけざんの
式も答えるようにする。

・３㎝のテープの２つ分、３
つ分の長さを３×２，３×３
と立式する。
・絵に書いて考えをノートに
書く。
・３㎝の２つ分を３㎝の「２
ばい」と言い、３×２＝６と
かけ算で求められることを知
る。
・３㎝が２つ分→３㎝の２ば
い→３×２＝６

・テープ図の準備をする。
・３×２，３×３の立式が正
しくできていることを確認す
る。
・もとにする量（３㎝）のい
くつ分（□）を３㎝の□ばい
と表現することを理解できる
ようにする。
・３㎝が２つ分→３㎝の２ば
い→３×２＝６と乗法の式で
表せることを確認しながら説
明する。
・個別指導にあたる。

・テープを用い、場面を明確
にとらえる。
・３㎝の２つ分を３㎝の「２
ばい」と言い、式は「３×
２」でかけ算で求めることが
できることを知る。
・答えは「３+３」で求める
ことが分かる。
・３cmの３倍の意味と求め方
が分かる。
・３㎝の１つ分は「１ばい」
と言うことが分かる。

・プリントにテープを張って
いく。
　３㎝のテープをいくつか用
意する。
　６㎝、９㎝のテープを用意
する。
・○×□＝△の考え方が使え
ることに気づく。
・１つ分のことを「１倍」と
いうこと
３×３は「３+３+３」で求め
ているか確かめる。

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・絵を見てかけざんが使える
ものと使えないものを判断す
る。
・「○こずつ□こ分」と式を
考える。

・身の回りからかけざんのに
なる場面を探して、式に表
す。

・水風船、アイスクリーム
のように「１つ分の大き
さ」が違うものはかけざん
が使えないことに気付くよ
うにする。
・答えはたしざんの式にし
て求めるようにする。
・第２時の発展問題で出て
きたもの（蛍光灯、ロッ
カー、グループの人数）を
式に表すようにする。

・同じ数ずつのものをさがし
て、そのいくつ分（何倍）で
あるかを考え、かけ算の式に
表す。
・ノートに表した式について
○個の□分だから、△個。式
では○×□＝△と話せるよう
に練習する。
・ペアで交流し、考えを聞き
合う。

・かけ算の式に表せるもの
と、表せないものを区別でき
るようにする。
・かけ算の式に表せるもの
は、「同じ数ずつ」であるこ
とをおさえる。
・正しく立式できているかを
確認する。（個別指導）
・話し方の見本を掲示してお
く。
・○個の□分だから△個。○
×□＝△と根拠を確かにして
立式できるようにする。
・個別指導にあたる。

・場面をとらえる。
・かけ算が使えるものと使え
ないものを判断する。
・かけ算が使えるものについ
て式を考える。
　「１つ分の数はいくつか」
　「いくつ分あるか」

・「1つ分の大きさ」がはっ
きり分かるようにつけてある
水色枠に注目させる。
・ヨーヨーとソフトクリーム
は枠によって数が違うことに
気づかせ、かけ算の式には表
せないことを確かめる。
・たこ焼き「８個ずつ、2つ
分で、16個」、ビー玉「6個
ずつ、4つ分で、24個」など
声に出しておはじき操作をす
ることで「1つ分の大きさ」
「いくつ分」「全体の大き
さ」をとらえさせる。

絵を見てかけ算で表せるものを見つけ、かけ算の式を作ろう。

テープ図から、基にする量のいくつ分を「ばい」で表すことを理解し、その大きさを乗法の式に表すことができる。

「いくつ分」というときの求め方を考えよう。

5

青いテープが２つ分、３つ分の長さは何ｃｍでしょう。

<知識・理解>「～倍」の用語が分かり、乗法の場面を式に表すことができる。

6

同じ数ずつのものをさがして、かけ算の式に書きましょう。

<関心・意欲・態度>「1つ分の大きさ」「いくつ分」「全体の大きさ」を具体的な場面からとらえ、式にすることができる。

秋祭りの場面から、基にする量(１つ分の大きさ)とその「いくつ分」かに注目して、かけ算の式に表すことができる。

１つ分、２つ分、３つ分の
ことを「１ばい」「２ば
い」「３ばい」と表すこと
ができる。

かけ算の式を作るには、１
つ分の量と、それがいくつ
分あるかを考えればいい。

かけざんの式を作るには、
１つ分の量と、それがいく
つ分あるかを考えればい
い。

かけ算の式を作るには、
１つ分の量と、それがい
くつ分あるかを考えるこ
とができる。

１つ分、２つ分、３つ分のこ
とを「１ばい」「２ばい」
「３ばい」と表し、かけ算で
答えを求めることができる。

１つ分、２つ分、３つ分
のことを「１ばい」「２
ばい」「３ばい」と表す
ことができる。



ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・ケーキの数を求める式と
絵、答えを出すたしざんを
考える。
・１皿分から６皿分までの
ケーキの数を求める式と
絵、答えを出すたしざんを
考える。
・７皿～９皿のケーキを－
７の数を数える。
・２×６を「二六１２」と
言い、これを「九九」と言
うことを知る。

・１皿分ずつ増えていく様子
が分かるように、ノート書き
方を指導する。
・２ずつ増えたり減ったりし
ていくことに気付くようにす
る。
・理解が十分でない場合、絵
を書いたり、おはじきで考え
るようにする。

・２×６と立式する。
・一皿から順にケーキの数を
考えていく。
・絵に書いて考える。
・同数累加のたし算で考え
る。
・７皿、８皿、９皿のときの
ケーキの数を考える。
・２×６の答えは「二六（に
ろく）１２」と言い、これを
「九九」ということを知る。

・問題の絵を黒板に提示し、
１つ分の大きさが２であるこ
とに気付くようにする。
・皿が１枚ずつ増えていくご
とに、２ずつ増えることに気
付けるようにする。
・絵→たし算の式→かけ算の
式とまとめるプリントを準備
する。
・７皿のときには、２×６の
答えに「２」たせばいいこと
に気付けるようにする。
・「九九」の意味を説明す
る。

・場面をとらえる。
・６皿分のケーキの数を求め
る式を書く。　「２×６」
・１皿分から６皿分までの
ケーキの数をおはじきを使っ
て順に求める。　　２×１＝
２
　　２×２＝２+２＝４
・数の求め方も発表する。
・７皿分から９皿分のケーキ
の数も求める。
・２×６の答えは「二六（に
ろく）１２」と言い、これを
「九九」ということを知る。

・ケーキの代わりにおはじき
を用い、実際に皿に載せる。
・おはじきと式、求め方を関
連付けて考えるように一つ一
つ確かめる。「１皿分は２個
の１つ分」「２皿分は２個の
２つ分」など、声に出して言
う。
・２とびで求めてもよしとす
る。

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・「２の段の九九」という用
語を知る。
・２の段の九九の唱え方を覚
える。
・ぺアで九九の唱え方の確認
をする。
・アレイ図の使い方を知る。
・練習問題をする。
・２の段を唱える。

・前時の学習から、「１つ
分の大きさが２」の時を
「２の段」と言うことを指
導する。
・「が」は１桁の時だけ入
れることに気付くようにす
る。
・順番に、逆から、ランダ
ムに唱えられるようにす
る。
・アレイ図を見ながら唱え
ることもできるようにす
る。
・立式で５×２にならない
よう指導する。

・２の段の九九をカードに書
いて九九を唱える。
・順番に唱えたり、逆さに唱
えたりばらばらに唱えたりす
る。
・ペアになって聞き合う。
・２の段を使った問題を解
く。

・２の段の九九の表を準備す
る。
・何度も声に出して正しく唱
えることができるようにす
る。
・つまずいている児童に個別
に指導にあたる。
・順番だけでなく、逆さにも
言えるようにする。

・「２の段九九」という用語
を知る。
・２の段九九の唱え方を覚え
る。
・担任のカードを見て答え
る。
・自分の九九カードを用い
て、２の段九九の練習をす
る。
・練習問題をする。

・「が」を入れる場合と入れ
ない場合があることに気づか
せる。

・何度も声に出して、正しく
唱えることができるようにす
る。
・始めは順番に唱える。次は
逆から、そしてランダムに練
習する。
・隣同士で練習する。

ケーキの絵から、「１つ分」の大きさが２のとき、その「いくつ分」かについて全体の数を求めることを通して、２の段の九九を構成することができ
る。また、「九九」の用語を知り、意味が理解できる。

かけ算の式と図をかき、順番に答えを求めよう。

２の段の乗法九九の表を見て、２の段の九九の唱え方を知り、正しく唱えることができたり、適用したりすることができる。

<知識・理解>同数累加で２の段の乗法九九を構成すればよいと考えることができる。　　<知識・理解>２の段の構成の仕方が分かる。

かけ算の式を書き、おはじきを使って順番に答えを求めよう。

7

ケーキを１皿に２個ずつ乗せます。６皿分ではいくつでしょう。

8

２の段の九九を声に出して言いましょう。

２の段の九九を早く、正しく覚えよう。

<表現・処理>乗法の決まりのよさが分かり、進んで用いようとする。

２×６「にろく１２」のこ
とを九九と言う。

２×６「にろく１２」のこ
とを九九と言う。

２×６「にろく十二」の
ことを九九と言う。



ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・クッキーの数を求める式
と絵、答えを出すたしざん
を考える。
・１袋分から７袋分までの
ケーキの数を求める式と
絵、答えを出すたしざんを
考える。
・８ふくろ、９ふくろのと
きのクッキーの数を考え
る。

・１袋分ずつ増えていく様子
が分かるように、ノート書き
方を指導する。
・５ずつ増えたり減ったりし
ていくことに気付くようにす
る。
・練習問題で理解が十分でな
い場合、絵を書いたり、おは
じきで考えるようにする。

・５×７と立式する。
・一ふくろから順にクッキー
の数を考えていく。
・絵に書いて考える。
・同数累加のたし算で考え
る。
・８ふくろ、９ふくろのとき
のクッキーの数を考える。

・問題の絵を黒板に提示し、
１つ分の大きさが５であるこ
とに気付くようにする。
・ふくろが１つずつ増えてい
くごとに、５ずつ増えること
に気付けるようにする。
・絵→たし算の式→かけ算の
式とまとめるプリントを準備
する。
・８ふくろのときには、５×
７の答えに「５」たせばいい
ことに気付けるようにする。

・場面をとらえる。
・１袋５個入り、７袋分の
クッキーの数を求める式を書
く。
　「５×７」
・１袋分から７袋分までの
クッキーの数をおはじきを
使って順に求める。
・数の求め方も発表する。
・８袋分と９袋分のクッキー
の数も求める。

・クッキーの代わりにおはじ
きを用いる。
・おはじきと式、求め方を関
連付けて考えるように一つ一
つ確かめる。「５個の１つ
分」「５個の２つ分」など、
声に出して言う。
・５とびで求めてもよしとす
る。
　　５×１＝５
　　５×２＝５+５＝１０
　　５×３＝５+５+５＝１５
　　　　　・・・・・・・・

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・「５の段の九九」という用
語を知る。
・５の段の九九の唱え方を覚
える。
・ぺアやグループで九九の唱
え方の確認をする。
・アレイ図を見ながら唱え
る。
・練習問題をする。

・前時の学習から、「１つ
分の大きさが５」の時を
「５の段」と言うことを指
導する。
・「が」は１桁の時だけ入
れることに気付くようにす
る。
・順番に、逆から、ランダ
ムに唱えられるようにす
る。
・「１皿に○こずつ□皿」
が言えるようにする。

・５の段の九九をカードに書
いて九九を唱える。
・順番に唱えたり、逆さに唱
えたりばらばらに唱えたりす
る。
・ペアになって聞き合う。
・５の段を使った問題を解
く。
・５×４になる問題を作る。
・５×６など、いろいろな問
題作りに取り組む。

・５の段の九九の表を準備す
る。
・何度も声に出して正しく唱
えることができるようにす
る。
・つまずいている児童に個別
に指導にあたる。
・順番だけでなく、逆さにも
言えるようにする。
・１つ分の大きさが「５」、
それが４つ分という問題が作
れているか確認する。
・つまずいている児童には絵
をかいてみるように声をかけ
る。

・「５の段九九」という用語
を知る。
・５の段九九の唱え方を覚え
る。
・担任のカードを見て答え
る。
・自分の九九カードを用い
て、５の段九九の練習をす
る。

・練習問題をする。

・「が」を入れる場合と入れ
ない場合があることに気づか
せる。
・何度も声に出して正しく唱
えることができるようにす
る。
・始めは順番に唱える。次は
逆から、そしてランダムに練
習する。
・隣同士で練習する。
・「１つ分の数」「いくつ
分」を意識させる。
・教科書の絵を見て、みかん
が１皿に５個ずつ、４皿(４つ
分)あることを確かめる。

クッキーの絵から、「１つ分」の大きさが５のとき、その「いくつ分」かについて全体の数を求めることを通して、５の段の九九を構成することがで
きる。

9

クッキーが１袋に５個入っています。７袋ではいくつでしょう。

<考え方>同数累加で５の段の乗法九九を構成すればよいと考えることができる。

かけ算の式を書き、おはじきを使って５の段の九九を作ろう。かけ算の式と図をかき、５の段の九九を作ろう。

10

５の段の乗法九九の表を見て、５の段の九九の唱
え方を知り、正しく唱えることができたり、適用
したりすることができる。

５の段の乗法九九の表を見て、５の段の九九の唱
え方を知り、正しく唱えることができたり、適用
したりすることができる。

５の段の乗法九九の表を見て、５の段の九九の唱
え方を知り、正しく唱えることができたり、適用
したりすることができる。

５の段の九九を声に出して言いましょう。

５の段の九九を早く、正しく覚えよう。

<表現・処理>５の段の乗法九九を唱えることができる。

５×□の式の□が１つふえ
ると答えは５ずつふえる。

５×□のかけざんでは□が
１つふえると答えは５ずつ
ふえる。

５×□の式の□が１つふ
えると、答えは５ずつふ
える。



ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・ビンゴゲームのやり方
を知る。
・２の段、５の段を唱え
て確認する。
・２の段でゲームをす
る。
・５の段でゲームをす
る。
・２の段、５の段を混ぜ
てゲームをする。
・２の段、５の段を唱え
る。

・始めはペアを組んで、
全体でゲームをするよう
にする。
・間違って覚えていない
か、確認するようにす
る。
・ゲームの中で、声を出
して九九を言うように
し、互いに間違いがない
か意識するようにする。

・９このマスに２の段の九九
の答えを書く。
・九九カードをひいて、答え
を言う。
・答えの数があったら○をつ
ける。
・たて・よこ・ななめどの列
でも○が３個並んだら勝ち。
・５の段のビンゴゲームをす
る。
・２の段と５の段をまぜたビ
ンゴゲームをする。
・ペアでビンゴゲームを行
う。

・９マスの紙を準備し、分か
りやすくルールの説明をす
る。
・教師がカードをひき、九九
の答えを児童が答えるように
する。
・ルールがきちんと守られて
いるか確認する。
・児童どうしペアでやらせ、
個別指導にあたる。
・九九につまずく児童のため
に、九九の表を掲示してお
く。

・「かけ算ビンゴ」のゲーム
の方法を知る。
・９このマスに２の段の九九
の答えを書く。
・九九カードをひいて、答え
を言う。
・答えの数があったら○をつ
ける。
・たて・よこ・ななめどの列
でも○が３個並んだら勝ち。
・５の段のビンゴゲームをす
る。
・２の段と５の段をまぜたビ
ンゴゲームをする。
・ペアでビンゴゲームを行
う。

・カードに書いた答えを確か
め合う。

・答えを児童にも確認させ
る。

・ペアでゲームをさせる時、
答えの確認をするようにす
る。

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
１，２，３，４そうの時
ボートに乗れる人数を求め
る式と絵、答えを出すたし
ざんを考える。
・５そうから９そうまでの
ボートの人数を求める。
・３×４の式で「３をかけ
られる数」、「４をかける
数」と言うことを知る。

・２の段、５の段を唱え
る。

・１そう分ずつ増えていく
様子が分かるように、ノー
ト書き方を指導する。
・３ずつ増えたり減ったり
していくことに気付くよう
にする。
・かける数が１増えると答
えはいくつ増えているか絵
を見て分かるようにする。
・２の段、５の段の九九表
を見て、かけられる数とか
ける数が分かるようにす
る。

・３人ずつボートに乗る。１
そう・２そう・３そう・４そ
うのときの人数を求める。
・かけ算の式を書き、絵や同
数累加のたし算で考える。
・５そう～９そうまでの人数
を求める。
・３×４では、３が「かけら
れる数」、４が「かける数」
ということを知る。

・問題の絵を黒板に提示し、
ボートが１そうずつ増えてい
くごとに、３ずつ増えること
に気付けるようにする。
・絵→たし算の式→かけ算の
式とまとめるプリントを準備
する。
・かけ算の式を言葉の式で表
すと、かけられる数×かける
数＝答えで表されることをお
さえる。
・３×４の「かけられる数」
「かける数」をおさえ、いろ
いろな問題で練習し、定着を
図る。

・場面をとらえる。
・１そうから４そうまでに
乗れる人の数を順に求め
る。
・数の求め方も発表する。
・１そう増えると乗れる人
は何人多くなるか調べる。
(３人)
・３×４では、３が「かけ
られる数」、４が「かける
数」ということを知る。
・５そうから９そうまで順
に求める。

・人の代わりにおはじきを
用い、プリントの上におい
ていく。

・おはじきと式、求め方を
関連付けて考えるように一
つ一つ確かめる。
・かけ算の式を言葉の式で
表すと、かけられる数×か
ける数＝答えで表されるこ
とをおさえる。
・３×４の「かけられる
数」「かける数」をおさ
え、いろいろな問題で練習
し、定着を図る。

11

かけ算ビンゴをしよう。

２の段、５の段を完璧に覚えよう。

<関心・意欲・態度>ビンゴゲームを通して楽しんで乗法九九に親しもうとする。

ビンゴゲームを通して、２の段、５の段の乗法九九を速く正しく唱えることができる。

12

ボートに３人ずつ乗ります。ボートの数が増えていくとき、乗れる人の数を求めましょう。

<考え方>同数累加で５の段の乗法九九を構成すればよいと考えることができる。〈知識・理解>乗法の式は「かけられる数」×「かける数」から成り立つことが分か
る。

かけ算の式を書き、おはじきを使って３の段の九九を作ろう。

ボートの絵を見て、１つ分の大きさが3のとき、そのいくつ分かについて全体の数を求めることを通して、3の段の乗法九九を構成することができる。
また、「かけられる数」「かける数」の用語を知り、意味が理解できる。

かけ算の式と図をかき、３の段の九九を作ろう。

３の段ではかける数が１ふ
えると、答えは３（かけら
れる数）ずつふえる。

３の段ではかける数が１ふ
えると、答えは３（かけら
れる数）ずつふえる。

３の段ではかける数が１
ふえると、答えは３（か
けられる数）ずつふえ
る。



ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・「３の段の九九」という
用語を知る。
・３の段の九九の唱え方を
覚える。
・ぺアやグループで九九の
唱え方の確認をする。
・アレイ図を見ながら唱え
る。
・２の段、５の段、３の段
の九九を唱える。
・練習問題をする。

・前時の学習から、「１つ
分の大きさが３」の時を
「３の段」と言うことを指
導する。
・「が」は１桁の時だけ入
れることに気付くようにす
る。
・順番に、逆から、ランダ
ムに唱えられるようにす
る。
・２の段、５の段の九九表
を見ながら、答えの増え方
を確認するようにする。

・３の段の九九をカードに書
いて九九を唱える。
・順番に唱えたり、逆さに唱
えたりばらばらに唱えたりす
る。
・ペアになって聞き合う。
・３の段を使った問題を解
く。

・３の段の九九の表を準備す
る。
・何度も声に出して正しく唱
えることができるようにす
る。
・つまずいている児童に個別
に指導にあたる。
・順番だけでなく、逆さにも
言えるようにする。

・「３の段九九」という用語
を知る。
・３の段九九の唱え方を覚え
る。
・担任のカードを見て答え
る。
・自分の九九カードを用い
て、３の段九九の練習をす
る。

・練習問題をする。

・「が」を入れる場合と入れ
ない場合があることに気づか
せる。

・始めは順番に唱える。次は
逆から、そしてランダムに練
習する。
・隣同士で練習する。
・「１つ分の数」「いくつ
分」を意識させる。

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・１，２，３，４，５箱の
時、あめの数を求める式と
絵を考える。
・４の段ではかける数が１
増えると答えはいくつ増え
るか考える。
・６箱～９箱までのあめの
数を求める。

　

・１箱分ずつ増えていく
様子が分かるように、
ノート書き方を指導す
る。
・前時までの２の段、５
の段、３の段の学習を思
い出していくつずつずつ
増えているかに気付くよ
うにする。
・４×６は４×５に４を
たすことに気付くように
する。

・４こずつはこにあめが入っ
ている。１はこ・２はこ・３
はこ・４はこ・５はこのとき
のあめの数を求める。
・かけ算の式を書き、絵や同
数累加のたし算で考える。
・６はこ～９はこまでのあめ
の数を求める。

・問題の絵を黒板に提示し、
はこが１はこずつ増えていく
ごとに、４ずつ増えることに
気付けるようにする。
・絵→たし算の式→かけ算の
式とまとめるプリントを準備
する。
・かける数が１増えると、答
えは、かけられる数「４」ず
つ増えることを、言葉の式を
使っておさえていく。

・場面をとらえる。
・１箱から５箱までに入って
いるあめの数を順に求める。
・数の求め方も発表する。
・１箱増えるとは何個多くな
るか調べる。(４個)
・６箱から９箱まで順に求め
る。

・あめの代わりにおはじきを
用い、プリントの上において
いく。
・おはじきと式、求め方を関
連付けて考えるように一つ一
つ確かめる。
・３の段でかける数が１増え
ると３だけ増えたことをもと
に考えさせる。
・かける数が１増えると、答
えはかけられる数「４」ずつ
増えることを押さえる。
　　４×６＝４×５+４＝２
４
　　４×７＝４×６+４＝２
８

３の段の九九を早く、正しく覚えよう。

<表現・処理>乗法の性質を使って乗法九九を構成すればよいと考える。

<知識・理解>乗法と積の変化の関係で４の段の乗法九九を構成できる。
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あめが１はこに４こずつ入っています。１はこ、２はこ、３はこ、４はこ、５はこでは、あめの数はそれぞれ何個でしょう。

３の段の九九を声に出して言いましょう。

かけ算の式を書き、おはじきを使って４の段の九九を作ろう。

３の段の乗法九九の表を見て、３の段の九九の唱え方を知り、正しく唱えることができたり、適用したりすることができる。

あめの絵を見て、１つ分の大きさが４のとき、そのいくつ分かについて全体の数を求めることを通して、４の段の九九を構成することができる。

かけ算の式と図をかき、４の段の九九を作ろう。

４の段ではかける数が１ふ
えると、答えは４（かけら
れる数）ずつふえる。

４の段ではかける数が１ふ
えると、答えは４（かけら
れる数）ずつふえる。

４の段ではかける数が１
ふえると、答えは４（か
けられる数）ずつふえ
る。



ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・「４の段の九九」という
用語を知る。
・４の段の九九の唱え方を
覚える。
・ぺアやグループで九九の
唱え方の確認をする。
・アレイ図を見ながら唱え
る。
・練習問題をする。

・これまでの学習から、
「かけられる数が４」の時
を「４の段」と言うことを
指導する。
・「が」は１桁の時だけ入
れることに気付くようにす
る。
・順番に、逆から、ランダ
ムに唱えられるようにす
る。
・６×４の立式の間違いを
おはじきや絵で確認するよ
うにする。

・４の段の九九をカードに書
いて九九を唱える。
・順番に唱えたり、逆さに唱
えたりばらばらに唱えたりす
る。
・ペアになって聞き合う。
・４の段を使った問題を解
く。

・４の段の九九の表を準備す
る。
・何度も声に出して正しく唱
えることができるようにす
る。
・つまずいている児童に個別
に指導にあたる。
・順番だけでなく、逆さにも
言えるようにする。

・「４の段九九」という用語
を知る。
・４の段九九の唱え方を覚え
る。
・担任のカードを見て答え
る。
・自分の九九カードを用い
て、４の段九九の練習をす
る。

・練習問題する。

・「が」を入れる場合と入れ
ない場合があることに気づか
せる。

・始めは順番に唱える。次は
逆から、そしてランダムに練
習する。
・隣同士で練習する。
・「１つ分の数」「いくつ
分」を意識させる。

ねらい
問題
課題
評価規準

学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助 学習活動 個に応じた指導・援助
・練習問題をする。
・答え合わせが終わった
人からぺアで九九練習を
する。
・発展問題をする。

・個人で問題を進めてい
く。どうしても分からな
い場合は、個別指導に当
たるようにする。
・ペアで九九を正しく言
えるかチェックするよう
にする。
・穴あき九九をする。

・練習問題をする。
・終わったら、ペアで九九を
練習する。

・つまずいている児童には、
九九の練習をするようにす
る。
・九九の表を掲示し、いつで
も振り返られるようにする。
・２段～５段までの九九を１
から９まで順番に、正しく言
えるように個別に練習する。

・練習問題をする。

・みんなで答え合わせをす
る。
・終わったら、ペアで九九を
唱える練習する。

・「１つ分の大きさ」「いく
つ分」を確かめ、おはじき操
作をすることで、式を立て答
えを求める。
・間違えた問題はチェック
し、もう１回やり直す。
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４の段の乗法九九の表を見て、４の段の九九の唱え方を知り、正しく唱えることができたり、適用したりすることができる。

練習問題を通して、２の段から５の段をより確かにすることができる。

教科書Ｐ，２３の練習問題を解きましょう。

正しい答えを自分の力で求めよう。

<関心・意欲・態度>身につけた力を発揮し、多くの問題に取り組もうとする。

４の段の九九を声に出して言いましょう。

４の段の九九を早く、正しく覚えよう。

<表現・処理>４の段の乗法九九を唱えることができる。


















